
 

3月期相場概況 

3月期の日経平均株価は約 963円上昇した。期中の高値は期末 3/31の日
中高値 11,147円、安値は期初 3/1の日中安値 10,116円。 
2010 年 3 月期の日経平均は期初を安値に期末にかけて右肩上がりの強
い状態が続き、大台となる 11,000円台を回復し年初来高値を更新した。 
3月期第一週は前期に引き続き、10,250円を中心とした小動きが続いて
いたが、欧州の PIIGS問題・東欧問題、そしてアメリカの金利上昇懸念
が払拭され始め海外株が上昇し始めると日経平均も第二週からは上昇

を開始した。米雇用統計や、国内でも機会受注が良かったことなどマク

ロ指標が改善していることを好感し、3 月第二週は一基にレンジ抜け
10,750円ほどまで上昇した。 
第三週は再び凪相場となり、10,750円を中心とした推移を続けていたが、
円安の継続や海外株の上昇が続いていたことから、第四週は再び上昇を

開始し、1月高値を抜き大台 11,000円目前の 10,996円まで上昇した。 
期末要因もあり、3月末は大台 11,000円を突破し、結局 11,089円で今
期を終えた。 
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